
 

第８６回学長定例記者会見 発表事項２    

 

平成２９年４月２０日 

 

平成 29 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰「若手科学者賞」 

広島大学から 2 名が受賞 

 
 

広島 大学 工学 研究 科 高 木健 准教 授と 竹 澤 晃 弘准 教授 の 2 名 が、 平 成 29 年 度科

学 技 術 分 野 の 文 部 科 学 大 臣 表 彰 「 若 手 科 学 者 賞 」 を 受 賞 し ま し た 。 本 学 で は 、 平 成

22 年度 以降 7 年ぶ りの 受賞 です 。  

 

科学 技術 分野 の文 部 科学 大臣 表彰 は 、文 部 科学 省が 、科学 技術 に 関す る研 究開 発 、

理 解 増 進 等 に お い て 顕 著 な 成 果 を 収 め た 者 を 表 彰 し 、 科 学 技 術 に 携 わ る 者 の 意 欲 の

向上 を図 り、 我が 国 の科 学技 術の 水準 の 向上 に寄 与す るこ と を目 的と して いま す 。 

そ の 中 で も 「 若 手 科 学 者 賞 」 は 、 萌 芽 的 な 研 究 、 独 創 的 視 点 に 立 っ た 研 究 等 、 高

度な 研 究開 発能 力 を 示す 顕 著な 研究 業 績 をあ げ た 40 歳未 満 の若 手 研究 者を 対 象 と

して いま す。 

 

授賞 式は 、4 月 19 日に 文部 科学 省で 行 われ ま し た。 

 

 

【受 賞 者】 高 木 健 

（広 島大 学 学術 院（ 理工 学分 野 、電 気電 子・シス テム 工学 ユニ ッ ト）、 

大学 院工 学研 究科  准教 授）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【業 績 名】 ロ ボ ット ハン ドの 力の 伝 達お よび 可視 化の 研 究  

 

【研 究概 要】 

ロ ボ ッ ト ハ ン ド の 指 に は 小 型 軽 量 で あ る こ と が 求 め ら れ 、 さ ら に そ の 動 き に は

把 持 対 象 を 握 る ま で は 俊 敏 さ ， 把 持 後 は 力 強 さ が 求 め ら れ る 。 ま た 、 そ の 指 を 操

作 す る 時 に は 、 指 に 加 わ っ て い る 力 を 操 作 者 に 伝 え る 仕 組 み が あ る こ と が 望 ま れ

る。 

こ れ ら の 要 求 を 満 た す た め に 、 電 気 的 な 要 素 を 用 い る こ と な く 機 構 的 に 周 り の

環 境 に 適 応 す る 動 力 伝 達 系 を 開 発 す る と 共 に ， モ ア レ 縞 を 応 用 し た 力 を 可 視 化 す

る技 術を 開発 した 。 

本 研 究 成 果 は 、 ロ ボ ッ ト ハ ン ド の み な ら ず 、 動 力 伝 達 系 に お い て は 小 型 軽 量 で



俊 敏 か つ 力 強 い 動 き が 要 求 さ れ る ロ ケ ッ ト エ ン ジ ン の バ ル ブ の 機 構 へ と 応 用 展 開

さ れ 、 可 視 化 技 術 は 医 療 分 野 に お い て 腹 腔 鏡 手 術 で 用 い る 鉗 子 に 加 わ る 力 の 可 視

化 や 、 土 木 分 野 に お い て 安 全 モ ニ タ リ ン グ と し て 構 造 物 に 加 わ っ て い る 力 の 可 視

化に 応用 発展 でき る 技術 であ ると 期待 さ れる 。  

 

【受 賞者 から の一 言 】  

こ の 度 は 栄 誉 あ る 賞 を 頂 く こ と が で き 、 大 変 光 栄 に 思 っ て お り ま す 。 今 ま で 支

え て く だ さ っ た 方 々 、 共 に 研 究 を 行 っ た 学 生 諸 君 に 感 謝 の 意 を 表 し た い と 思 い ま

す 。 今 後 は 今 回 の 受 賞 を 励 み と し 、 科 学 技 術 の 発 展 に 貢 献 で き る よ う 努 力 し て い

く所 存で す。 

 

 

【受 賞 者】 竹 澤 晃 弘 

（広 島大 学 学術 院 （理 工学 分野 、機 械 ・総 合工 学ユ ニッ ト）、 

大学 院工 学研 究科  准教 授）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【業 績 名】 動 的 問題 に対 する 構造 最 適化 法と その 応用 に 関す る研 究  

 

【研 究概 要】 

  コ ン ピ ュ ー タ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で 最 適 な 構 造 を 導 出 す る 構 造 最 適 化 と い う 技 術

があ り、中 でも トポ ロ ジー 最適 化は 構造 の 根本 的な 最適 化が 可 能で ある 。しか し、

振 動 現 象 等 の 動 的 問 題 は シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 自 体 の 不 安 定 性 が 高 く 、 ト ポ ロ ジ ー 最

適化 を実 施す るに は 最適 化法 も含 めた 安 定化 のた めの 対策 が 必要 であ る 。 

  こ の 問 題 に 対 し て 受 賞 者 は 、 結 晶 生 成 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 等 に 用 い ら れ て い る フ

ェ ー ズ フ ィ ー ル ド 法 を 応 用 し た 、 独 自 の 安 定 な ト ポ ロ ジ ー 最 適 化 法 を 開 発 し た 。

そし て、 従来 法で は 困難 であ った 様々 な 動的 問題 の最 適化 に 取り 組ん だ。  

ま た 、 本 研 究 成 果 は 、 企 業 と の 共 同 研 究 を 通 じ 自 動 車 部 品 や 船 舶 構 造 の 動 的 性

能の 向上 にも 応用 さ れた。さら に近 年 で は、3D プ リン タを 活 用し た、ト ポロ ジ ー

最適 化で 得ら れた 複 雑構 造の 検証 実験 も 行わ れて いる 。  

 

【受 賞者 から の一 言 】  

こ の 度 は 名 誉 あ る 賞 を 受 賞 す る こ と が で き 、 大 変 光 栄 に 思 っ て お り ま す 。 所 属

研 究 室 の 北 村 充 教 授 を は じ め と し た 広 島 大 学 の 先 生 方 及 び 、 共 同 研 究 を 実 施 さ せ

て頂 きま した 地域 企 業の 皆様 の研 究へ の ご支 援に 深く 感謝 申 し上 げま す。  

 
【お 問い 合わ せ先 】 

広島 大学 工学 研究 科 准 教授 高 木 健 

E-Mail: takaki@hiroshima-u.ac.jp 

広島 大学 工学 研究 科 准 教授 竹 澤 晃 弘 

E-Mail: akihiro@hiroshima-u.ac.jp 

 


